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令和８年度兵庫教育大学大学院同窓会総会・第45回全国研究大会【神戸新長田大会】 

 

「『好き』を育み、『得意』を伸ばす教育の実装 ～始まりの地、神戸
から、未来へ～」。本テーマのもと、令和８年８月１日（土）、昨年新
長田へと移転した本学神戸キャンパスにて、大学院同窓会総会・全国研究
大会【神戸新長田大会】が開催されました。地元兵庫県での開催ということ
で、会場145名、オンライン5名、総勢150名というたいへん多くの方にご参加
いただき、盛会となりました。また、新たな“学び舎”のお披露目としても
よい機会になりました。 
本実行委員会の皆さまをはじめ、お力添えをいただいたす べての皆さまに感謝申し上げます。 

 
【総会】 

 船本会長、森理事・副学長からご挨拶をいただき、野村東中国・四国
副ブロック長を議長として、１号から６号の議案（会則の改正、令和 8
年度役員、令和 7年度事業報告、令和 7年度会計決算報告、令和 8年度
事業計画、令和 8年度会計予算）が審議・承認されました。また、同窓
会の発展にご尽力いただき、このたび退任される５名の役員に感謝状が
贈呈されました。 

 
【研究大会】 
＜開会行事＞ 
稲次大会実行委員長のご挨拶後、木村晶子兵庫県教育長と福本靖神戸市教
育長からご祝辞を賜りました。 
ご来賓は木村晶子兵庫県教育長、福本靖神戸市教育長、西田健次郎兵庫県
立総合教育センター長、森山潤学長、森秀樹理事・副学長、秋光恵子理事・
副学長、北﨑哲章副学長・事務局長、永田智子副学長です。 

 
＜学長講話＞ 

森山学長から「兵庫教育大学の取り組みと今後
のビジョン」というタイトルでご講話をいただき
ました。次期学習指導要領や教員養成改革の議論
の方向、教員養成フラッグシップ大学としての取
り組みなど、社会や学校現場のニーズに応えるた
めに2040年を見据えた時代の最先端を先取りす
る大学の姿勢を熱く語っていただきました。 

 

＜教育実践研究に係る表彰＞ 
令和８年度の受賞者は以下の皆さまです。 

[役員推薦]   嬉野賞：新居寛、東田充司 
               奨励賞：横内惠、岸本勝義 

[論文推薦] 奨励賞：村石好男、小川圭子        ※ 敬称略 
 

＜記念講演＞ 
甲南大学教授の伊東浩司先生から「正課外活動の現状と課題」というタイトルで
ご講演をいただきました。 
伊東先生ご自身のご経験をお話しされた後、現在の女子陸上競技部でのご指導の  
様子を具体的にお伝えいただき、今どきの気質の学生のご対応に奮闘されておられ  
る姿が目に浮かぶようでした。特に、ＡＩを駆使され細部にわたり気を遣われて取   
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り組んでおられ、変化していく時代に合った柔軟な指導法を身につけていく必要性を強く感じました。 
また、伊東先生に触れていただきました本大学院１年生の水久保漱至さん（生活・健康・情報系教育コース）が
９月に名古屋市で開催される第20回アジア競技大会の男子200ｍに日本代表として出場します。皆さまの応援が大
きな力になります。ご注目いただき温かいご声援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜研究実践発表＞ 
実践発表１ 「学習者がレリバンスを構築する社会科授業」 

田沼亮人（明石市立錦城中学校）  
実践発表2 「持続可能で創造的な探究活動の仕掛けづくり」  

亀田まゆみ（兵庫県立西脇高等学校） 
田沼先生は「歴史を学ぶ意義・意味は何か」、亀田先生は「探究活動をいかに広げ
ていくか」という視点で、大学院での学びと現場での実践から得た知見をたいへん分
かりやすくご報告いただき、示唆に富んだ発表となりました。 

 
＜閉会行事・記念写真撮影＞ 
八木総務部長による大会宣言と令和９年度大会（関東大会）について清水政義関東ブロック長から大会案内があ
りました。 
閉会後は参加者全員による記念写真撮影です。素敵な写真が撮れました。 

【教育懇話会】 
95名のご参加をいただきました。 
大迎規宏兵庫県教育次長がご参加され
ご挨拶をいただくとともに、同窓会の相
談役３名にもお言葉をいただきました。 
お互いに久しぶりに顔を合わせる方も

いらっしゃり、和やかな会となりました。 

 
【巡検＜人と防災未来センター・神戸港クルーズ＞】 
翌日８月２日（日）には、森理事・副学長、永田副学長をはじめ、ご夫婦で、また、ご家族の参加も含め
総勢40名で神戸市内の巡検が行われました。はじめに「人と防災未来センター」を訪ね、防災について改め
て心を寄せる場となりました。その後、ハーバーランドへ移動し昼食後、クルーズ船にて船上から神戸港を
満喫していただきました。厳しい日差しの中ではありましたが、潮風が心地よく穏やかな時間を過ごすこと
ができました。 

神戸新長田大会が皆さまのお陰で充実したものとなりました。心からお礼申し上げます。 
今後も同窓会の活動にご支援とご協力を賜りますよう切にお願いいたします。 
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